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  What kind of space should the Urban? The urban redevelopment  in recent years is prioritized optimization.
Particularly, it seem that the urban redevelopment of any local city  imitates. You must have seen the 
landscapes that huge architecture is spreading through the one block. This project propose a new living style, 
where we cannot tell the logic with optimization.
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0 .    はじめに
1 .    研究
2 .   対象地
　人々は、都市のなかで暮らしている。社会の変容とともに、人々
のライフスタイルも変化し、人々が求める都市の構成も思想もよ
り複雑化してきているように思われる。
　近年、日本における都市開発・宅地開発は、効率化や利益を優
先させたものであり、特に地方都市における開発はどこか似か
よったものを感じる。合理的な道路計画がなされ、1 街区に 1 ボ
リュームの巨大建築が幹線道路沿いに建ち並んでいる風景を一度
は目にしたことがあるだろう。
　上空から計画されたマスタープランがそのままボリューム化し
た空間が今日人々が理想とする都市空間なのだろうか。そうでは
なく、必要最低限の生活をおさえつつも、そこに人と人とのつな
がりが感じられる空間こそが今日求められる都市の在り方ではな
いだろうか。そこで効率化や合理化だけでは語ることのできない
新たなる住環境の在り方を追求する。
へ統合する計画をおこなっている。この移転統合の理由として、
九州大学側は施設の老朽化、校舎が手狭になったことをあげてい
る。
　しかし、ここ数年首都圏および京阪神都市圏にある大学の都市
回帰も進んでおり、1970 年代後半から 1990 年代にかけて、郊
外に広大なキャンパスを取得し移転した大学が、都心に回帰する
動きがある。
(2)  敷地
　都心回帰の流れとは逆行する計画が進んでいる九州大学箱崎
キャンパスを対象地とする。
(3)  箱崎について
　九州大学箱崎キャンパスのある箱崎の地は、日本三大八幡に数
えられる筥崎宮の門前町として栄えた町である。また 1276 年に
鎌倉幕府の命で元の襲来に備え、博多湾沿岸 20km に渡り防塁
が築かれた。箱崎キャンパス内にも元寇防塁の一部が残っている。
　(4)  九州大学箱崎キャンパス
　九州大学箱崎キャンパスは明治 36 年京都帝国大学福岡医科大
学として開設され創設以来、キャンパスは移動していない。九州
大学が活動してきた 100 年間の遺産としての近代建築が数多く
　合理化を求め、全てを分類し配列する従来の都市計画の流れを
おさえ、戦後近代化の合理化が強い 1920 年代の事例を分析した。
その分析の中で、画一的の計画の中に可能性を感じる事例の共通
点として、①ずれ②パブリックスペースの二つのキーワードが挙
げられることがわかった。
　(1)  九州大学統合移転
　2019 年までに九州大学は、六本松や箱崎といった福岡県の比
較的都心部に設立されていたキャンパスを福岡の西部にある伊都
元寇防塁
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残され、現存する近代建築は大正末期・昭和初期から戦前までの
建築物であり、歴史的・文化的な視点からも保存しておくべきだ
と考える。
　1. 大学キャンパスの既存街区を残し、GL のアクセスを可能に
する。2. 東西方向に 4m 幅のチューブを 1F レベルに 12m 間隔
に配置する。3. 東から 45°振った方向に４m チューブを 12m 間
隔に配置する。4. 3F は 2F とは逆方向に 45°振った方向にチュー
ブを同じ間隔で配置する。この操作を 4F、5F、6F と繰り返し
チャック柄を形成する。5. 大学既存建築部分にフットプリント
のボイドをぬく。6. 用途に合わせた幅の生活動線を通し、チャッ
ク柄によってかつての大学既存建築部分の図と地を反転させたよ
うな空間を構成する。
　(4)  機能配置
　面積が広いフットプリント周辺には、学校を、細長いフットプ
リント周辺にはオフィスや店舗機能を配置し、住居とその他の機
能を混在させる。
　(5)  展望
　人々の活動がずれで生じたコモンスペースからフットプリント
広場のよりパブリックな空間へとグラデーションのように混ざり
あう未来の都市を構想する。
　修士設計の指導だけでなく学部の頃から大学院のプロジェクト
の時までお世話になった下吹越武人教授には心から感謝申し上げ
ます。、
　また副査として指導を頂いた渡邉眞理教授、出口清孝教授なら
びに、修士のエスキスを担当して頂いた坂本一成先生には貴重な
時間を割いてご指導いただき大変ありがとうございました。
　いつも設計の相談にのってくれる下吹越研究室のみんな、本当
にありがとうございました。
　そしてお手伝いをして下さった、まるこ、磯野くん、開君、あ
やちゃん、いつも笑い話をしながら心を軽くしてくれるめぐ、本
当にありがとうございました。
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3 .   構想
4 .   計画
　対象地が古くから人々が賑わう街であったこと、元寇防塁が築
かれていたこと、大学のキャンパスがあったこと等の都市の履歴
を継承しながらも、従来の均質で合理化すぎた開発とは異なる住
環境を提案する。
　(1)  想定人口
　九州大学箱崎キャンパスの敷地面積は、42ha。福岡の主要地
域である天神、博多駅周辺、百道、香椎地区、西新の５つの地域
と比較をおこなった。この 5 つの地域のなかで、計画地は百道
と香椎の間に位置すると考え、42ha に対し約 7000 人、ヘクター
ルあたり 200 人弱の人口密度と想定する。
　(2) 形態操作 1
　現在の再開発のビルディングタイプは建築単体で完結してい
る。層ごとに角度を振りずらすことで隙間をつくり人々の活動が
しみ出す空間を生み出す。
　(3)  形態操作 2
　敷地全体に対し下図が示すような手順で操作をおこなう。
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1.  既存街路を残す
3.  45°振りチューブを配置
2.  西東に4mチューブを12m間隔に並べる
4.  さらに逆方向に45°振りチューブを配置
4.  既存建築部分にフットプリントのボイドを抜く 5.  生活動線を通す
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